
取扱説明書

マルチロースター
MR-1000

●  このたびは、マルチロースターMR-1000をお買い上げいただき、 
まことにありがとうございます。

●  本機を安全に正しくお使いいただくため、はじめにこの取扱説明書を
最後までよくお読みください。お読みいただいた後は、いつでも取り
だせる場所に大切に保管してください。

本製品の特長
■ 上下にヒーターを搭載しているので、裏返しせず一度に焼くことがで
きます。

■ 煙、ニオイを抑えるセラミックフィルターを採用。
■ 分解、丸洗いができるので、いつも清潔に保つことができます。



2

安全上のご注意
お使いになるご本人や周囲の人々への危害・物的損害を未然に防止するため、こ
の「安全上のご注意」をよくお読みいただき、正しくお使いください。

表示の分類
本書では、必ずお守りいただく事項を以下のように分類しています。

 警告
人が死亡したり、重
大な損害を受ける可
能性がある内容を示
します。

 注意
人が負傷したり、物
が破損する可能性が
ある内容を示します。

図記号の意味
気をつけていただ
く必要がある内容
を示します。

してはいけない内
容を示します。

必ず実行しなけれ
ばならない内容を
示します。

 警告
分解・修理・改造をしない。
火災・感電・けがの原因となります。修理はお買い上げの販売店また
はマクセルイズミ株式会社サービス窓口にご相談ください。

本体を水につけたり、水をかけたりしない。
感電やショートの原因となります。

定格15A以上のコンセントを単独で使用する。
他の器具と併用すると、分岐コンセント部が異常発熱して発火の原因
となります。

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところでは使用しない。
やけど・感電・けがの原因となります。

電源コードや電源プラグが傷んでいたり、コンセントの差し込みがゆる
いときは使用しない。
火災・感電・けがの原因となります。

電源コードを傷付けたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、
束ねたり、高温部に近づけたり、重い物を乗せたり、挟み込んだり、加
工しない。
電源コードが破損し、火災や感電の原因となります。

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込む。
差し込みが不完全ですと、感電・ショート・発煙・発火の原因となり
ます。
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 注意
必要以上に加熱しない。
加熱により発火するおそれがあります。

使用中は本体から離れない。
調理物が発火するおそれがあります。

調理物が発煙・発火した場合は、直ぐにタイマーを「切」にし、電源プ
ラグを抜く。
炎が消えるまで、ふたは開けないでください。空気が入り、炎が大き
くなり、火災のおそれがあります。また水をかけると、ガラス窓が割
れるおそれがあります。

水皿に水を入れずにタイマーを作動（電源「入」）しない。
火災のおそれがあります。

タイマーが作動中は水皿をはずさない。
火災のおそれがあります。

水皿にアルミ箔などを敷いて使用しない。
火災のおそれがあります。

燃えやすいものを本体の上にのせたり、本体の下に入れて使用しない。
火災のおそれがあります。

不安定な場所や、熱に弱い敷物（たたみ・じゅうたん・ビニール製のテー
ブルクロスなど）の上で使用しない。
火災のおそれがあります。

壁や家具の近くでは使用しない。
蒸気または熱で、壁や家具を傷め、変色・変形するおそれがあります。

 警告
交流100V以外では使用しない。(日本国内専用）
火災・感電の原因となります。

お手入れの際、使用時以外は電源プラグをコンセントから抜く。また濡
れた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電・けが・絶縁劣化による漏電火災の原因となります。

使用中や使用後は、しばらく本体やふたの高温部に触れない。
やけどの原因となります。特に乳幼児には触らせないようにご注意く
ださい。
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安全上のご注意（つづき）

 注意
カーテンなどの可燃物の近くで使用しない。
火災のおそれがあります。

汚れの落ちにくいものの上（ムクの木の上など）では使用しない。
汚れが落ちなくなるおそれがあります。

ガラス窓に水をかけない。
ガラスが高温のときに、水をかけると、割れてけがをするおそれがあ
ります。

ふたを開けたまま、移動したり、持ち運ばない。
急にふたが閉じて、けがをするおそれがあります。

使用中は本体を移動しない。
やけどやけがをするおそれがあります。

下ヒーターの上で直接焼かない。
火災・感電・故障のおそれがあります。

ふたをはずして使用しない。
故障や事故のおそれがあります。

使用後は必ずお手入れをする。
調理くずや油分が残ったまま調理すると、発煙・発火のおそれがあります。

お手入れは冷えてから行う。
高温部に触れ、やけどをするおそれがあります。

部品の取り付け、取り外し、およびお手入れするときはタイマーを「切」
にし、電源プラグを抜いてから行う。
けがをするおそれがあります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに必ず先端の電源プラグ
を持って引き抜く。
電源コードを持って引き抜くと、電源コードが破損し、感電したり
ショートして火災のおそれがあります。

本製品は一般家庭用です。通常の使用以外の目的で使用したり、業務用とし
て使用しない。
故障や事故のおそれがあります。

子供の手の届くところに置かない。
やけどやけがをするおそれがあります。
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各部のなまえ
着脱つまみ

フィルター

上ヒーター
下ヒーター

ふた取っ手

底板
取っ手

電源コード

電源プラグ
タイマー (30分）
電源の入・切

反射板支え

ガラス窓

仕様
定格 AC100V, 1000W
電源コード有効長 1.0 m
焼網寸法 約316× 198（mm）
外形寸法 幅455×奥行300×高さ175（mm）
重量 約3.8 kg （焼網含む）
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使いかた
注意 ● ご使用前に、電源プラグ、電源コード及びコンセント側に異常がな

いことをご確認ください。

1 準備
① 輸送用のカラータイ（2本）を取りはずしてください。（はじめて
お使いになるときのみ）

② ふた後部の着脱つまみが、きちんと閉まっているか確認してくだ
さい。

③ タイマーが「切」になっていることを確認してください。
④ 電源プラグをコンセントにしっかりと差し込んでください。

お知らせ
● 使用中にふたを開けると、安全装置が働き、電源が切れ、ふたを閉
じると再び電源が入ります。

着脱
つまみ

着脱つまみ

「切」確認

着脱つまみ

カラータイ反射板
①

②

③ ④
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使いかた（つづき）

2 水皿に水を入れる
● 予熱する前に、必ずコップ1.5 杯（約
300cc）の水を水皿に入れてください。

注意

● 水を入れるときは、下ヒー
ターにかからないように入
れてください。

● 水皿に水を入れずに、タイ
マーを作動しないでくださ
い。
設置場所の表面が過熱し、
変形・焦げ・火災のおそれ
があります。
● 水皿にアルミ箔などを敷い
て使用しないでください。
垂れ落ちた油分などが発火
するおそれがあります。

お知らせ
● 水皿に水を入れることで、焼くときの煙
の発生を少なくし、お手入れもしやすく
なります。

下ヒーター

3 焼網をセットする
● 焼くものの厚さに応じて焼網を裏返して、高さを調節してください。

注意 ● 調理物がヒーターに触れないように置いてください。
発煙・発火のおそれがあります。
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4 予熱をする (約５分間 )
● ふたを閉じ、タイマーを「５」の目盛に合わせ、５分間予熱をします。

注意

● 使用する前に、必ず予熱をしてください。
● 長時間（10分以上）、予熱はしないでください。
故障のおそれがあります。
● タイマー作動直後やタイマー作動中、ヒーターは赤熱
しませんが故障ではありません。熱くなっていますの
でご注意ください。

お知らせ
● 初めて使用するとき、ヒーターから煙の出ることがありますが、故
障ではありません。しばらくすると煙は収まります。また反射板が
変色しますが、使用上問題ありません。

5 材料を焼網にのせて焼く
● ふたを開け、材料を焼網の上にのせます。
● ふたを閉じ、タイマーで材料に適した焼き時間を設定します。 
焼き時間は、本書11ページを参照してください。

注意 ● タイマーの目盛を「５」以下に設定するときは、一度「６」
以上に回してから戻してください。

お願い
● 焼網表面には、フッ素加工を施してありますが、魚など材料のこび
りつきを減らすために、焼く前に材料の水分をキッチンペーパーな
どでふき、予熱後に、焼網表面にサラダ油を塗ってください。
材料の大きさ、数、室温などによって、焼け具合が変わりますので、
焼け具合を確認しながら、設定時間を加減してください。

必ず予熱 (5分）
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使いかた（つづき）

6 調理物を取り出す
● タイマーが「チーン」と鳴り、タイマーが「切」になっているこ
とを確認してください。
● 焼け具合を確認し、ふたを開け、調理物を取り出してください。

お知らせ
● タイマーが切れた後もしばらく作動音がしますが、故障ではありま
せん。

7 使用後は必ず電源プラグをコンセントから抜く

お知らせ
● 魚を焼いた場合、本体に魚のニオイが付着します。
　他の食材を焼くときには、ニオイ移りにご注意ください。

注意

● お手入れは、ご使用のたびに行ってください。
特に脂が多く出る材料（さんまなど）を焼いた後は、ヒー
ターやふたに脂が多く付いています。
本体が冷えてから、脂をふき取ってください。
（12ページの「お手入れの仕方」参照 )
汚れたままにしておくと、煙が多く発生したり、サビ、
故障、事故のおそれがあります。

調理の手引き

注意

●電子レンジ用の冷凍食品は焼かないでください。
火災・発火のおそれがあります。
●もちやするめなど、ふくれたり、反ってヒーターに付くも
のは焼かないでください。
火災・発火のおそれがあります。
● 焼きながら塩をふったり、たれを塗らないでください。
塩分などにより、下ヒーターの寿命を縮めます。
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調理の手引き（つづき）

材　　料 数量 時間 材　　料 数量 時間

ローストビーフ 厚さ3cm
以下

7～
10分 さんま ４尾 17分

フランクフルト 4本 5～ 
7分 あじ ３尾 22分

焼きとり ４本 7分 いわし ４尾 12分
焼きいも ２本 27分 えび ６尾 6分
焼きなす ２本 10分 さけ切身 ４切 10分

ローストチキン 2本 14～
16分 さば切身 ４切 12分

ハンバーグ
2個 

（厚さ2cm
以下）

8～
10分 ぶり照焼 ２切 7分

※ロースターで焼く前にフライパン等で
焼き色をつけてください。 さんま開き ２枚 10分
グラタン (冷凍 ) １コ 15分 あじ開き ２枚 10分
焼きおにぎり (冷凍 ) ６コ 13分 いか焼き ２ハイ 9分
食パン ２枚 2分 ステーキ １枚 5分

※材料の大きさによっては、本体内に入らない場合があります。

焼き時間の目安

お願い
● 焼き時間は、材料の数、大きさ、室温などにより異なります。焼け具
合を確認しながら調節してください。

●予熱する前に、必ず水皿にコップ1.5 杯（約300cc）の水を入れて
使用してください。

上手に焼くポイント
● 焼くと反るもの（いか、あなごなど）は、切り目を入れたり、串を通
してヒーターに付かないようにします。

● 厚みのあるものは、厚さ3.5cm以下にします。
● 切り身などは表になる面に、切り目を入れて焼くと、火が通りやすく
きれいに焼き上がります。

● 尾・ヒレにアルミ箔を巻くと形がくずれず焦げません。

予熱（５分）は除きます。
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お手入れのしかた

 警告
お手入れの際、使用時以外は電源プラグをコンセントから抜
く。また濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電・けが・絶縁劣化による漏電火災の原因となります。

 注意

● 本体が冷えてから、部品をはずして、お手入れしてください。
● ふた、反射板、水皿、焼網を取りはずして掃除すると
きは、部品のかどや、つきだした部分で、けがをしな
いようにしてください。

● ガラス窓は、はずさないでください。
部品のかどで、けがをするおそれがあります。
● お手入れの際には、硬いたわし、磨き粉、シンナー、
ベンジンなどは、絶対に使用しないでください。
傷がついたり、変形、変色するおそれがあります。

ふた
① ふた後部の着脱つまみを矢印の方向に回す。
② ふたを開いて上方向に引き上げる。

反射板
③  ガラス窓側を手前にくるように置き、ガ
ラス窓の方向にずらしてはずす。

注意

● はずすとき、反射板のフチで手を
切らないよう注意してください。

● フィルターは反射板からはず
さないでください。

水皿
④  水皿手前を上に持ち上げながら、矢印の
方向に引き抜く。

部品のはずしかた

ふた着脱つまみ

反射板

ガラス窓

水皿

① ②

③

④
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ふた、焼網、水皿
台所用中性洗剤を含ませたやわらかいスポンジで洗い、よくすすいだ
あと、ふきんでふいて乾燥させる。

注意 ● 焼網にはフッ素コートが施してあります。硬いたわしな
どで、こすらないでください。

お知らせ
● 万が一、フッ素コートがはがれた場合、調理物がこびりつきやすく
なりますが、調理上問題ありません。サラダ油を塗って使用してく
ださい。

反射板（フィルターをとりつけたままの状態で）
台所用中性洗剤を含ませたやわらかいスポンジで洗い、よくすすいだ
あと、ふきんでふいて乾燥させる。

注意 ● フィルターはゴシゴシ洗わないでください。
フィルター表面の塗装がはがれるおそれがあります。

お知らせ
● フィルターは洗って何度でも使用することができます。

本体、ヒーター、絶縁碍子（ぜつえんがいし）

掃除のしかた

絶縁碍子

本体

①  布に台所用中性洗剤を薄めた水を含ま
せ、固くしぼってから、汚れをふき取る。

②  しっかりすすいだ布を固くしぼってか
らふく。

注意

● 本体、ヒーター、絶縁碍子
は水をかけたり、水につけ
たりしないでください。
感電や故障、サビのおそれ
があります。
● ヒーターには無理な力を加
えないでください。
変形して感電するおそれが
あります。
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アフターサービスについて
保証書について
保証書はこの取扱説明書の巻末に付いています。必ず「販売店名」「お買い上げ日」などの記
入をお確かめになり、保証内容をよくお読みの後、大切に保管してください。
保証期間はお買い上げ日より1年間です。

修理のご依頼について
ご使用中に異常または故障が生じたとき、またはその他破損などが生じたとき、修理によっ
て機能が維持できる場合はお客様のご希望により有料修理いたします。保証期間中は、保
証書記載内容により無料修理いたします。お買い上げの販売店にご依頼ください。ご贈答
品の場合や、転居などによりお買い上げの販売店にご依頼できない場合は、マクセルイズ
ミ株式会社サービス窓口にご相談ください。

補修用性能部品の保有期間について
弊社はこのマルチロースターの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）
を製造打ち切り後5年間保有しております。

長年ご使用のマルチロースターの点検をぜひ！
このような症状はありませんか？
● 電源コードや電源プラグが異常
に熱い。

● 調理物以外のこげくさい臭いが
する。

● タイマーが途中で止まる。
● その他、異常・故障がある。

▶

異常があればご使用中止
故障や事故防止のため、タイ
マーを「切」にし、電源プラ
グをコンセントから抜いて、
必ずお買い上げの販売店に点
検・修理をご依頼ください。
ご自分での修理は危険です。
絶対にしないでください。

サービス窓口
〔受付時間　9:00～ 17:00　月～金曜日（祝日・弊社休業日を除く）〕
ご使用に関するお問い合わせ

本　　　社 〒 399-8721　長野県松本市大字笹賀3039
 TEL (0263) 57-1284　FAX (0263) 58-5535
東京営業所 〒 151-8527　東京都渋谷区元代々木町30-13
 TEL (03) 6891-3811　FAX (03) 6891-3833
大阪営業所 〒 550-0005　大阪府大阪市西区西本町3-1-46
  奥内第5ビル
 TEL (06) 6533-2656　FAX (06) 6533-5955

部品の注文に関するお問い合わせ
本　　　社 〒 399-8721　長野県松本市大字笹賀3039
 TEL (0263) 86-5311　FAX (0263) 86-5315

インターネットでのお問い合わせも可能です
https://www.izumi-products.co.jp
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1. 取扱説明書等の注意書に従った正常な使用状態で保証期間内に
故障した場合には、無料修理致します。

2. 保証期間内に故障して無料修理をお受けになる場合には、商品
と本書をご持参ご提示のうえ、お買い上げの販売店にご依頼く
ださい。

3. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。

4. ご贈答品、ご転居等で本保証書に記入してあるお買い上げの販
売店に、修理がご依頼できない場合には、マクセルイズミ株式
会社サービス窓口へご相談ください。

5. 保証期間内でも次の場合は、有料修理になります。
① 誤った使用での故障
② 不当な修理や改造による故障及び損傷
③ 火災、地震、水害、落雷、公害、その他の天災地変による
故障及び損傷

④ 異常電圧による故障及び損傷
⑤ 一般家庭用以外に使用された場合の故障及び損傷
　(例、業務用での使用、車両や船舶への搭載等）
⑥ 本書の提示がない場合
⑦ 本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店の記入のない
場合、又は字句を書き替えられた場合

⑧ ご使用による汚れ及び損傷

6. 本書は日本国内のみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

7. 本書は再発行しませんので、紛失しないよう大切に保管してく
ださい。

※お客様のご記入いただいた個人情報（保証書記入内容）は保証
期間内の無料修理対応及び安全点検活動のために利用させてい
ただく場合がございますので、ご了承ください。

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料
修理をお約束するものです。従って、この保証書によってお客
様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期
間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げの販売店
又は、マクセルイズミ株式会社サービス窓口にお問い合わせく
ださい。
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Rev. 2

MR-1000

部品相談

※部品のご注文は販売店へご依頼ください。

マルチロースター

本体お買い上げ日より1年間


